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 多電子系の低エネルギー状態を記述する有効フェルミオン模型は、１粒子スペクトルや

運動量分布関数を計算する上で本質的な情報を提供する。たとえば、３次元電子ガス系の

低エネルギー状態はランダウのフェルミ液体模型で記述されるが、その模型の主要パラ

メーターの正確な値は拡散量子モンテカルロ法による数値シミュレーションによってわ

かっている。電子ガス系の１粒子スペクトルや運動量分布関数は、この正確にわかってい

るパラメーターを入力情報として GWΓ法と呼ばれるグリーン関数法を用いて高精度で計算

されている [1]。 

一方、１次元電子系の低エネルギー状態は、朝永ラッティンジャー模型と呼ばれる有効

フェルミオン模型で記述され、３次元電子ガス系とは本質的に異なる非フェルミ液体であ

る。特に１次元電子系としてハバード模型を考えると、低フィリングではほとんど局在し

た１次元ヘリウム３系、ハーフフィリング近傍では１次元モット転移系の物理を含んでい

る。本講演では、ベーテ仮説法による厳密解と前方散乱総和則を用いて、１次元ハバード

模型に対する低エネルギー有効フェルミオン模型の質量および相互作用パラメーターを全

て決定したのでその結果を報告する。低フィリングとハーフフィリング近傍で得られたそ

れらパラメーターの挙動は、フェルミ液体模型でよく知られている質量および相互作用パ

ラメーターの挙動とよく似ており、フェルミ液体か非フェルミ液体かに依存しないことが

わかった。 

また、上で決定したパラメーターを入力情報とした１次元電子系におけるGWΓ法の開発

や低密度３次元電子ガス系における最近のGWΓ法の発展[2]も合わせて報告する予定である。 
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